





















ちと一緒に共同調査をしてきました。会が発足したのは 1999 年で、今年で 13


















































































































































































一緒に来ている連れ合いと 2人ですから、月に 100 パックの郵送が今のところ
精一杯。ですから、あと 45パックは先着順で受け付けます。
送ってくれる漁師さんは、実はたぶん推進派で漁業補償金も受け取った方だと
思います。私たちが反対派だというのもわかっています。ただ、そうやって魚の
売り買いというか、そうしたお付き合いをとおして、ちょっといい魚が釣れたと
きは食べなって持ってきてくださったりもしています。ちょうど和光大学の学生
さんがうちの離れで合宿してらしたときも、差し入れしてくださったんです。ア
ジの刺身を皆さんで食べていただきました。その漁師さんたちに、「いやー、東
京とか大阪の方が喜ばれるんですよ。だんだん、お友だちに紹介してくださった
りして増えているんですよ」って言うと、ほんとうに喜んでくださいます。私た
ちが、昨日も詰め合わせをしていると横で見ながら、いろいろ言ってらっしゃっ
たんですけど、自分の魚がそうやって喜ばれるところに送られていくというのを
見ていただく中で、何か少しずつお互いに気持ちが変わっていくように感じてい
ます。
そしてもう一つの取り組み。上関には海藻がたくさんあります。祝島はひじき
が有名なんですけども、私たちの近くにある長島には、黒もずくというのがあり
ます。まだどこでも商品化されてないようで、沖縄のもずくみたいに太くて、岩
にいっぱいついていますから、ジョキジョキ切って、熱湯を 30秒かけると綺麗
な緑色になって、ポン酢でそのままいただけます。今年の 5月から商品化しよう
かなと考えています。うまくいけば漁師さんの奥さんの内職になったりすると思
うので、そういうことも考えたいなと思っています。
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最後になりましたけど、私たちの最終的な目的は、上関の貴重な自然を未来の
子どもたちに手渡すことです。原発に限らず、大規模開発から守るためには何か
の形で特別保護区といったような規制をかけないと難しいと考え、ユネスコの世
界遺産登録を目指しています。祝島と異なって、私たちが住んでいる室津や対岸
の長島は、推進の方が 9割、反対は 1割という集落です。一挙にそれを変える
ことはできないと思いますけれども、私たちができることはやっぱり人の心が少
しずつ変わっていく、その中で原発に対する皆さんの認識も変わっていってくれ
るのではないか、そこのところを地道にやっていくということです。
ひとつ希望が持てるのは、私が移住してすぐに町議選がありました。人がいな
いというので私が立候補して、ものの見事に落選したのですけれども、そのとき
に仲よくなった、焼き芋を焼くのがとっても上手なおじいちゃんがいます。足繁
くうちに来て、家でできた野菜を安く売ってくれるんです。そのおじいちゃんは
もともとは推進派と思われていました。そのおじいちゃんが私たちの家にしょっ
ちゅう来るんで、近所の推進派のおばさんが、「あの人は推進から反対に変わっ
た」と言って歩いたそうです。
おじいちゃんが家に来て、「いや、実は俺はどうも推進から反対に変わったっ
て言われている」と言うんですよ。おじいちゃんが、「わしは別に推進でも反対
でも」と言ったから、私は「ないんじゃが……」と続くと思ったんですね。とこ
ろがそのあと「いや、やっぱり反対かな」と、おじいちゃんが自分で言ったので
大笑いをしました。推進派が圧倒的に多いところですけれども、そうやって一人
ひとりの気持ちが変わっていけば、町全体の世論も変えていけるのではないかと
いうことで、やっています。
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